
令和４（2022）年令和４（2022）年第804号広報あやべ
食品ロス削減月間
クマの出没に注意
少年少女消防クラブ
男女共同参画図画・
　ポスターコンクール
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全力でバトンパス！
吉美地区市民大運動会が３年ぶりに開催。家族や地域の人の大きな声
援を受け、吉美小学校の児童が力いっぱい駆け抜けました。
９月18日、有岡町の同校グラウンドで―。
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外
品―

な
ど
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
家

庭
系
の
排
出
量
は
２
４
７
万
ト
ン
（
約

47
㌫
）
で
▽
食
材
の
買
い
過
ぎ
や
保
存

期
間
が
過
ぎ
た
も
の
を
捨
て
る
「
直

接
廃
棄
」
▽
料
理
の
作
り
過
ぎ
な
ど
に

よ
る
「
食
べ
残
し
」
▽
調
理
の
際
に
皮

の
厚
む
き
な
ど
で
食
べ
ら
れ
る
部
分
を

捨
て
て
し
ま
う
「
過
剰
除
去
」―

に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　食
品
ロ
ス
は
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
も
あ
り

ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
食
品
ロ

ス
を
生
ま
な
い
心
掛
け
が
必
要
で
す
。

食
品
ロ
ス
の
半
減
を
目
指
そ
う

　京
都
府
は
本
年
３
月
、
京
都
府
食
品

ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
策
定
。
こ
の
計

画
で
は
、
２
０
０
０
年
度
の
京
都
府
で

の
食
品
ロ
ス
発
生
量
18
．８
万
ト
ン（
１

人
１
日
１
９
５
グ
ラ
ム
）
を
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
な
ど
の
具
体

的
な
数
値
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
消
費
者
や
事
業
者
、
行
政
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
取
り
組
み
の
方

向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　市
は
本
年
度
か
ら
、
本
紙
13
面
に
月

ご
と
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ

れ
た
家
庭
ご
み
の
量
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
食
品
ロ
ス
を
削
減
し
て
環
境
負
荷

を
軽
減
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

１
人
毎
日
茶
碗
１
杯
分
の
食
料
を
廃
棄

　わ
が
国
の
食
品
ロ
ス
は
、
令
和
２
年

度
の
推
計
値
で
５
２
２
万
ト
ン
。
こ
れ

は
、
世
界
中
で
飢
餓
に
苦
し
む
人
々
に

向
け
た
世
界
の
食
料
支
援
量
（
年
間
約

４
２
０
万
ト
ン
）
の
約
１
．
２
倍
に
相

当
し
ま
す
。
国
民
１
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
約
41
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
日
本
人

１
人
が
１
年
間
に
食
べ
る
コ
メ
の
量
50

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
近
い
量
。
毎
日
１
１
３

グ
ラ
ム
（
茶
碗
１
杯
分
の
食
料
に
近
い

量
）
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　食
品
ロ
ス
は
、
事
業
系
と
家
庭
系
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
事
業
系
の
排
出
量
は

２
７
５
万
ト
ン
（
約
53
㌫
）。
▽
小
売

店
で
の
売
れ
残
り
や
返
品
▽
外
食
時
の

食
べ
残
し
▽
販
売
で
き
な
か
っ
た
規
格

毎年10月は食品ロス削減月間です。食品ロスとは、まだ食べられ
るのに廃棄される食品のこと。日本から世界に広まった「もったいな
い」の精神を思い出し、食品ロスを削減するため、一人ひとり何がで
きるか考えてみましょう。

持続可能な開発
目標（SDGs）で
は、｢12つくる
責任つかう責任｣
の中で、2030
年までに小売り
や消費段階にお

ける世界全体の１人当たりの食料の廃
棄の半減を目指しています。

SDGsと食品ロス

「もったいない精神」で
　　　食品ロスを削減しよう！

データで見る食品ロス
京都府の食品ロス発生状況（令和元年度）

年間約２兆円がごみ処理に！家庭での状況

参考：京都府食品ロス削減推進計画（令和４年３月）

出典：環境省一般廃棄物処理事業実態調査の結果（令和２年度）具体的な対策は４・５面で紹介します。

　家庭からの食品ロスは、一般廃棄物として処
理されます。焼却処分するための経費は、すべ
て私たちの税金で賄われます。
　令和２年度の国のごみ処理事業経費は約２兆
円（国民一人当たり約16,800円）で平成25年
から微増傾向にあります。

　平成29年度に消費者庁が徳島県で行った調
査によると、家庭で捨てられやすい食品の１位
は主食（ごはん、パン、麺類）。捨ててしまう
理由は「食べきれなかった（食べ残し）」が最
も多いことが分かりました。

食品ロスの
約半分は家庭から （2030年目標値106g）
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整理整頓 「見える化」が効果抜群！

使い切るまで、状態良く保存

（出典：消費者庁「計ってみよう！家庭での食品ロス」）を加工して作成しています。

保存方法

使い切れる分だけ買う買い物

保存版 削減マニュアル食品ロス

ご存知 ですか

食べ切るための料理テクニック料　理

　少なめに作って、足りないときは常備菜を
利用しましょう。
常備菜＝日持ちがして、作り置きができるお
かず。（例：きんぴら・佃煮・煮豆・ひじきの
煮物など）

　 作り過ぎない工夫をしよう

　家にあるものだけで料理する日をつくれば
冷蔵庫もすっきりします。

　 在庫一掃の日をつくろう

・ホウレンソウは根元の赤い部分もきれいに洗え
　ば食べられる。
・ダイコンの葉、カブの葉を細かく刻んでカツオ
　節と炒めてふりかけに。
・ニンジン、カボチャは皮まで食べられる。
・キノコの石づきはおがくずが付いている部分を
　取り除くと食べられる。

　「てまえどり」とは、食品を購入するときに、陳
列棚の手前に置いてある商品から選んで購入するこ
と。表示期限が過ぎ廃棄される、食品ロスの削減を
目指す取り組みです。環境のため「てまえどり」の
取り組みに協
力をお願いし
ます。

　30・10運動は、宴会や会食などの食べ残し
を減らすためのキャンペーン。
　｢乾杯後30分間」は席を立たずに料理を楽し
みましょう！
　｢お開き10分前」になったら、自分の席に戻
って､再度料理を楽しみましょう！
と呼びかけて、食品ロスを削減するものです。
一人ひとりが「もったいない」を心がけましょ
う。

　 野菜はここまで食べられる

　まずは家にどんな食
材・食品があるか把握し
ましょう。冷蔵庫、冷凍
庫、食品庫、床下収納な
どを確認しましょう。

　 買い物に行く前に家にある食材をチェック
　 する

　家にある食材を使った献立を考えてみましょう
　 家にある食材を優先的に使うことを考える

　今日使うもの、補
充する食材などをメ
モして必要な分だけ
買いましょう

　 必要な分だけ買う

　詰め過ぎず、余裕を持った配置にしましょう。常
に隙間を確保するのが整理整頓を長続きさせるコツ
です。

「オススメ」

①トレーから出して、使う分だけラップか
フリーザーバックに入れて冷凍
②霜が付かないよう空気を抜いて、薄く平
らにする
③アルミのトレーに載せたり、アルミホイ
ルで包んだりすると早く凍ります
④常温解凍すると菌が繁殖しやすくなるの
で、冷蔵庫でゆっくり解凍します

肉と魚の冷凍・解凍の方法

すぐに食べ切れないとき
は、一つずつラップやア
ルミホイルに包んでフ
リーザーバックに入れて
冷凍庫へ。自然解凍する
とふんわり焼けますが、
凍ったままトースターで
焼いてもOKです。

パンの保存方法

　食品の期限表示には、消費期限と賞味
期限があります。原則として、傷みやす
い食品には消費期限（過ぎたら食べない
方が良い年月日）、比較的日持ちする食
品には賞味期限（おいしく食べることが
できる期間）が設定されます。食品の期
限表示の意味を正しく理解すれば、食品
を無駄なく食べることができ、無駄な買
い物も防げます。

　 食品の期限表示を理解しよう 　 30・10（さんまる・いちまる）運動

　 冷凍できる食品を知ろう

　 買ったらすぐに下処理しよう

　 食品を分類分けする

　 それぞれの置き場所を決める

　 とりあえずのスペースをつくる

　 新鮮なうちに冷凍して解凍後
　 もすぐに調理しよう

　 使うときのことを考えて保存
　 方法を考えよう

　 「てまえどり」に理解を

災害備蓄品は「〇月〇日に入れ替える」など
表示しておきましょう。
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　 食品の期限表示を理解しよう 　 30・10（さんまる・いちまる）運動

　 冷凍できる食品を知ろう

　 買ったらすぐに下処理しよう

　 食品を分類分けする

　 それぞれの置き場所を決める

　 とりあえずのスペースをつくる

　 新鮮なうちに冷凍して解凍後
　 もすぐに調理しよう

　 使うときのことを考えて保存
　 方法を考えよう

　 「てまえどり」に理解を

災害備蓄品は「〇月〇日に入れ替える」など
表示しておきましょう。
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未
来
の
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
に

　現
在
ク
ラ
ブ
員
は
、
市
内
の
小
学
１

〜
６
年
生
22
人
。
主
な
活
動
は
、
火
災

予
防
運
動
期
間
中
の
街
頭
啓
発
や
防
火

講
習
会
、
出
初
式
等
の
消
防
関
係
行
事

へ
の
参
加
な
ど
で
す
。
９
月
の
市
総
合

防
災
訓
練
で
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

る
消
火
訓
練
や
煙
中
避
難
訓
練
を
体

験
。
ま
た
、
８
月
に
は
神
戸
市
に
あ
る

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
で
、
地

震
を
中
心
に
防
災
に
つ
い
て
の
研
修
を

受
け
ま
し
た
。
学
校
や
家
庭
な
ど
で
、

防
火
・
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　同
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の
小
学
生
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９
へ

一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
火
体
験
装
置
等
を
整
備

　市
消
防
本
部
は
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
一
つ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

を
活
用
し
、
消
火
体
験
装
置
１
台
、
ス

モ
ー
ク
マ
シ
ン
１
台
、
立
看
板
１
枚
、

保
安
帽
10
個
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
後

の
地
域
防
災
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

自
分
で
守
ろ
う
、
み
ん
な
で
守
ろ
う

少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

　表
題
は
今
月
上
梓
さ
れ
た
新
書
の
タ

イ
ト
ル
。
そ
の
副
題
に
は
「
移
住
立
国

あ
や
べ
で
見
つ
け
た
ワ
ク
ワ
ク
の
ヒ
ン

ト
41
」と
あ
る
。
本
書
の
中
で
著
者
は
、

Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
で
綾
部
に

移
住
し
て
き
た
人
を
紹
介
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
様
や
価
値
観
（
こ
だ

わ
り
）
に
迫
っ
て
い
る
。
出
身
地
も
生

業
も
綾
部
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
異

な
る
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
一
人
一

人
が
確
た
る
軸
足
を
持
っ
て
こ
の
地
に

移
り
住
み
、
そ
の
人
な
り
の
〝
綾
部
ラ

イ
フ
〞
を
満
喫
し
て
い
る
こ
と
だ
。
幾

分
割
り
引
い
た
と
し
て
も
皆
そ
の
表
情

は
明
る
く
、
自
信
を
も
っ
て
発
す
る
言

葉
に
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
が
あ
る
。

そ
の
奔
放
な
生
き
方
は
こ
の
時
代
に

あ
っ
て
は
羨
ま
し
く
さ
え
も
映
ろ
う
。

　私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
銀
行
を
辞

め
今
の
職
を
決
意
し
た
の
は
、
故
郷
を

想
う
気
持
ち
に
加
え
、
金
融
を
通
し
て

の
社
会
と
の
関
わ
り
に
限
界
を
感
じ
た

こ
と
も
一
因
だ
。
関
西
国
際
空
港
の
建

設
な
ど
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
際
も
、
直
接
事
業
に
触
れ
る
と

い
う
よ
り
融
資
を
通
し
て
間
接
的
に
し

か
貢
献
で
き
な
い
歯
痒
さ
が
あ
っ
た
。

そ
の
点
、
行
政
は
文
字
通
り
〝
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
〞
市
民
の
生
活
（
＝

人
生
）
に
直
接
関
わ
る
仕
事
で
あ
り
、

特
に
災
害
時
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
で

は
苦
難
と
同
時
に
期
待
の
大
き
さ
か
ら

や
り
が
い
を
感
じ
た
も
の
だ
。

　一
方
で
十
数
年
の
市
長
職
を
経
て
、

〝
行
政
の
限
界
〞
も
感
じ
て
い
る
。
個

々
の
生
き
様
や
価
値
観
へ
の
関
わ
り
は

極
め
て
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

と
い
う
よ
り
寧
ろ
介
入
し
て
は
い
け
な

い
分
野
と
心
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
移

住
を
希
望
す
る
人
や
迷
っ
て
い
る
人
へ

の
情
報
提
供
や
環
境
整
備
な
ど
雰
囲
気

づ
く
り
に
行
政
が
関
わ
る
こ
と
は
諒
と

さ
れ
よ
う
。
我
が
国
の
都
市
部
に
は
田

舎
暮
ら
し
を
志
向
す
る
〝
移
住
予
備

軍
〞
が
十
万
人
単
位
で
存
在
す
る
と
言

わ
れ
る
。
複
雑
化
す
る
社
会
に
お
い
て

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
重
要
性
を

承
知
す
る
。〝
水
を
飲
む
か
否
か
〞
の

最
終
選
択
は
本
人
に
帰
属
す
る
も
の

の
、
本
書
が
思
案
中
の
人
た
ち
の
背
中

を
押
し
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
刺
激

す
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
と
期
待
す

る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

152

新
し
い
田
舎
生
活
の
す
す
めな

り

う
つ

う
ら
や

同
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
防
火
・
防
災
に
関
す
る
知
識
を

身
に
付
け
、
将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
組
織

で
す
。
市
消
防
本
部
は
、
新
規
ク
ラ
ブ
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

地域住民と協力して消火訓練を行うクラブ員

スモークマシンは防災訓練な
どで活用

わ
い

じ
ょ
う
し

は  
が
ゆ

む
し

り
ょ
う

ク
マ
の
目
撃
情
報
は
秋
が
ピ
ー
ク

　秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
冬
眠
前
の

ク
マ
が
活
発
に
行
動
す
る
時
期
で
、
人

に
危
害
を
加
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た

め
に
▽
野
山
に
ご
み
を
捨
て
な
い
▽
庭

の
木
に
な
る
カ
キ
や
ク
リ
な
ど
の
果
実

は
早
め
に
収
穫
す
る
▽
家
の
周
り
に
生

ご
み
や
廃
棄
し
た
果
実
・
野
菜
な
ど
を

放
置
し
な
い―

な
ど
の
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
林
政
課
へ
連
絡
を

　ク
マ
を
目
撃
・
遭
遇
し
た
と
き
は
、

自
分
の
安
全
を
確
保
し
て
か
ら
、
す
ぐ

に
▽
目
撃
場
所
▽
目
撃
頭
数
▽
個
体
の

大
き
さ―

な
ど
を
林
政
課
☎（
42
）４
３

６
２
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

人
的
被
害
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
通
報
を
。

　市
内
の
目
撃
情
報
は
、
市
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
「
あ
や
べ
ー
る
」
で
配
信
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
府
内
の
ク
マ
の
目

撃
情
報
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

近
年
、
人
が
収
穫
し
な
く
な
っ
た
カ
キ
や
ク
リ
な
ど
の
果
樹
を
狙
っ

て
、
ク
マ
が
集
落
内
や
住
宅
の
庭
先
ま
で
出
没
す
る
な
ど
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
は
ク
マ
の
活
発
な
活
動
期
。
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
事
前
の
対
策
が
大
切
で
す
。

60

50

40

30

20

10

0

あやべーる

府ホームページ

市内の目撃件数（各年度８月末時点）

クマに遭遇してしまったら…
　　　　  　　　 まずは落ち着きましょう

集落内の出没対策

□距離が離れている場合（クマがこちらに気付いていない）
　→気付かれないように、クマを見ながら静かに避難する
□比較的距離が近い場合（50メートル程度）
　→大きく腕を振りこちらの存在をクマに知らせ、クマから目を離
　　さずにゆっくりと静かに後退する
□距離が近い場合（20メートル程度）
　→走ったり大声を出したりせず、クマから目を離さずにゆっくり
　　と静かに後退する
□クマが突進してきたら（威嚇突進）
　→威嚇突進の場合は、クマは途中で止まり後退することが多いの
　　で、落ち着いて、クマとの間に障害物が来るようにゆっくりと
　　後退する
□クマが突進してきたら（本当の攻撃）
　→クマ撃退スプレーを目や鼻をめがけて噴射する。クマ撃退スプ
　　レーが無い場合は、両腕で頭部を覆い、うつ伏せなどの防御姿
　　勢をとる

平成
29年度

36

平成
30年度

48

令和
元年度

50

令和
３年度

49

令和
２年度

40

令和
４年度

31

　基本的にクマは人を避ける動物です。しかし、突発的に人に出会
うと防御のために攻撃する場合があり危険です。クマに出会ったと
きは次の行動をとりましょう。

　クマが木に登らないように幹にト
タンを巻きましょう

作業やハイキング等で山に入る際の対策
　山に入るときや山の周辺で作業や
散歩するときなどは、鈴やラジオの
音で人の存在を示し、爆竹やクマ撃
退スプレーを携帯しましょう

6



9 88

二王門迷路の壁面にカラフルな花びら

　市は９月17日、広瀬町の山家城址公
園とその周辺（山家陣屋跡）で山家陣
屋跡ウォーキングを開催しました。市
内外から参加した31人が、陣屋跡の解
説を聞きながら散策。今年度除草し、
約150年前の姿を現した高石垣を前に
して、西坂町の大槻章子さんは「整備
された石垣を見て感動した。孫を連れ
てまた来たい」と笑顔で話しました。

山家陣屋跡を散策

　二王公園などを運営する緑土（永
井晃社長）と京都工芸繊維大学の
学生が９月９日から11日まで、睦
寄町の二王門迷路にペイントを行
いました。この事業は、市と包括
協定を締結する同大学の地域創生
テックプログラムコースに在籍す
る１～４年生の18人が企画。最終
日の11日は綾部高等学校の生徒９人も参加しました。
学生と生徒らは、汗をぬぐいながら一心に作業に励み、
４面ある外側の壁面のうち、西側にカラフルな花びら
を描きました。残りの壁面は、毎年１面ずつペイント
が施され、３年後の2025年に完成予定です。

小
学
校
低
学
年
の
部

優
秀
賞
＝
松
岡
蓮
（
綾
部
小
３
年
）
▽

河
内
哲
郎
（
同
１
年
）
入
賞
＝
井
地
朔

杜
（
豊
里
小
３
年
）
▽
神
内
健
吾
（
吉

美
小
３
年
）
▽
松
村
夏
希
（
同
）
▽
岩

崎
虹
架
（
西
八
田
小
３
年
）
▽
大
槻
絢

未
（
同
）

小
学
校
高
学
年
の
部

優
秀
賞
＝
福
山
巧
太
郎（
綾
部
小
４
年
）

▽
藪
見
珂
音
（
豊
里
小
４
年
）
入
賞
＝

永
田
紬
（
綾
部
小
４
年
）
▽
深
田
三
耀

（
中
筋
小
４
年
）
▽
宇
野
蘭
紗
（
豊
里

小
５
年
）
▽
四
方
夕
菜
（
吉
美
小
４

年
）
▽
渡
邊
萌
音
（
東
八
田
小
５
年
）

中
学
生
の
部

優
秀
賞
＝
長
岡
真
生
（
豊
里
中
３
年
）

▽
小
林
里
緒
（
八
田
中
３
年
）
入
賞
＝

野
口
菜
月
（
綾
部
中
２
年
）
▽
藤
田
真

緒
（
同
）
▽
野
村
汐
里
（
豊
里
中
３
年
）

▽
村
上
蒼
馬
（
同
）
▽
山
本
愛
（
八
田

中
３
年
）

　10
月
22
日（
土
）の
「
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」で
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
、

10
月
23
日（
日
）か
ら
31
日（
月
）ま
で
、

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
１
階
（
西
町
一
丁
目
）
で

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

な  

づ
き か  

の
ん

ら
ん  

さ

ゆ   

な

さ
く

か
わ
う
ち

さ
ん
よ
う

つ
む
ぎ

じ
ん
な
い

と

あ

ま

　い

男女共同参画社会づくり
図画・ポスターコンクール
　市は、小・中学生に男女共同参画への理解を深めてもらおうと、図画・ポスター
コンクールを開催しました。応募数は小学校315点（低学年167点、高学年148点）、
中学校79点の計394点。入賞者は下記の皆さんです（敬称略、順不同）。

わ
た
し
ら
し
く
を
大
切
に
　あ
な
た
ら
し
く
を
大
切
に

　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
烈
（
何
北
中
３
年
）

れ
つ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
賞

中学生の部
　 荒井　梨利花（八田中３年）

小学校低学年の部
　  貞岡　歩果（中筋小２年）

あゆ  か

小学校高学年の部
　  大槻　茉穂（中筋小４年）

最優秀賞

　あやべ産業まつり実行委員会（実行委員
長、山崎善也・綾部市長）は10月２日、
あやべ特産館前広場（青野町）とあやべ・
日東精工アリーナ（市民センター、西町三
丁目）の２会場で第32回あやべ産業まつ
りを開催しました。会場は▽地元農産物や
特産品の販売▽商工業者や飲食店による製
品展示、飲食の提供、消費生活に関するさ
まざまな展示▽リサイクル・リユースマー
ケット▽綾部工業団地立地企業による地元
産業の体験、ＰＲゲーム―など盛りだくさ
ん。お買い物券が当たるスタンプラリーも
実施され、多くの家族連れらでにぎわいま
した。

３年ぶりの産業まつり ２会場にぎわう

み
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＝
井
地
朔

杜
（
豊
里
小
３
年
）
▽
神
内
健
吾
（
吉

美
小
３
年
）
▽
松
村
夏
希
（
同
）
▽
岩

崎
虹
架
（
西
八
田
小
３
年
）
▽
大
槻
絢

未
（
同
）

小
学
校
高
学
年
の
部

優
秀
賞
＝
福
山
巧
太
郎（
綾
部
小
４
年
）

▽
藪
見
珂
音
（
豊
里
小
４
年
）
入
賞
＝

永
田
紬
（
綾
部
小
４
年
）
▽
深
田
三
耀

（
中
筋
小
４
年
）
▽
宇
野
蘭
紗
（
豊
里

小
５
年
）
▽
四
方
夕
菜
（
吉
美
小
４

年
）
▽
渡
邊
萌
音
（
東
八
田
小
５
年
）

中
学
生
の
部

優
秀
賞
＝
長
岡
真
生
（
豊
里
中
３
年
）

▽
小
林
里
緒
（
八
田
中
３
年
）
入
賞
＝

野
口
菜
月
（
綾
部
中
２
年
）
▽
藤
田
真

緒
（
同
）
▽
野
村
汐
里
（
豊
里
中
３
年
）

▽
村
上
蒼
馬
（
同
）
▽
山
本
愛
（
八
田

中
３
年
）

　10
月
22
日（
土
）の
「
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」で
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
、

10
月
23
日（
日
）か
ら
31
日（
月
）ま
で
、

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
１
階
（
西
町
一
丁
目
）
で

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

な  

づ
き か  

の
ん

ら
ん  

さ

ゆ   

な

さ
く

か
わ
う
ち

さ
ん
よ
う

つ
む
ぎ

じ
ん
な
い

と

あ

ま

　い

男女共同参画社会づくり
図画・ポスターコンクール
　市は、小・中学生に男女共同参画への理解を深めてもらおうと、図画・ポスター
コンクールを開催しました。応募数は小学校315点（低学年167点、高学年148点）、
中学校79点の計394点。入賞者は下記の皆さんです（敬称略、順不同）。

わ
た
し
ら
し
く
を
大
切
に
　あ
な
た
ら
し
く
を
大
切
に

　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
烈
（
何
北
中
３
年
）

れ
つ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
賞

中学生の部
　 荒井　梨利花（八田中３年）

小学校低学年の部
　  貞岡　歩果（中筋小２年）

あゆ  か

小学校高学年の部
　  大槻　茉穂（中筋小４年）

最優秀賞

　あやべ産業まつり実行委員会（実行委員
長、山崎善也・綾部市長）は10月２日、
あやべ特産館前広場（青野町）とあやべ・
日東精工アリーナ（市民センター、西町三
丁目）の２会場で第32回あやべ産業まつ
りを開催しました。会場は▽地元農産物や
特産品の販売▽商工業者や飲食店による製
品展示、飲食の提供、消費生活に関するさ
まざまな展示▽リサイクル・リユースマー
ケット▽綾部工業団地立地企業による地元
産業の体験、ＰＲゲーム―など盛りだくさ
ん。お買い物券が当たるスタンプラリーも
実施され、多くの家族連れらでにぎわいま
した。

３年ぶりの産業まつり ２会場にぎわう

み



　山家陣屋跡は、山家藩
１万６千石の中心地でし
た。初代藩主となる谷衛
友は、豊臣秀吉から山家
などの領地を与えられ、谷
家は江戸時代を通して山
家を治めました。

　市は国史跡指定を目指し、平成30年度から山家城
址周辺史跡調査等を行っています。今年度、調査の
一環として山家陣屋跡高石垣の測量を開始するため
除草作業を実施。約150年前の姿を現した高石垣のお
披露目会と周辺史跡を巡るウォーキングを行いまし
た＝９面参照。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

地
元
の
声
が
移
住
を
後
押
し

大
阪
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
都
会

の
騒
が
し
さ
か
ら
離
れ
田
舎
暮
ら
し
を

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
昨
年
の

１
月
に
移
住
し
ま
し
た
。
綾
部
市
を
移

住
先
に
決
め
た
の
は
「
移
住
立
国
あ
や

べ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
移
住

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
い
る

と
感
じ
た
か
ら
。
地
元
の
歓
迎
の
声
も

後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

田
舎
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
を
堪
能

暮
ら
し
て
み
る
と
想
像
以
上
に
草
刈

り
が
大
変
。
ま
た
、
奥
上
林
地
区
の
雪

の
多
さ
に
は
苦
戦
し
ま
し
た
。
想
定
外

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
経
験
す
る
こ

と
全
て
に
田
舎
暮
ら
し
の
面
白
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
農
業
を
し
た
り
、
庭
に

池
を
掘
っ
た
り
し
て
、
自
分
で
作
る
こ

と
が
楽
し
い
で
す
。

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
担
い
手
に

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
。
二
王
門

参
道
の
ご
み
拾
い
な
ど
清
掃
活
動
に
率

先
し
て
参
加
さ
れ
ま
す
。
上
林
川
支
流

の
山
内
川
は
、
水
が
き
れ
い
で
初
夏
に

飛
び
交
う
ホ
タ
ル
が
魅
力
。
あ
や
べ
山

の
家
近
く
で
は
、
地
域
住
民
が
主
催
す

る
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
が
開
か
れ
ま
す
。

あ
や
べ
温
泉
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
里
山
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
に
は
、
地
域
外
か
ら

も
人
が
訪
れ
る
に
ぎ
や
か
な
ま
ち
。
来

年
開
催
さ
れ
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
大
会

に
、
全
国
か
ら
人
が
集
ま
る
と
嬉
し
い

で
す
。
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の

一
端
を
私
も
担
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

奥
上
林
地
区

「春はサクラが見事。四季折々の自然の美しさ
を体感できます」と武田さん

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

≪個別接種≫
接種可能医療機関
綾部市立病院、綾部ルネス病院、京都協
立病院、あやべ協立診療所、米谷外科整
形外科、志賀整形外科クリニック、白波
瀬医院、畑内科医院、安村外科内科診療
所、柳川整形外科医院、山下整形外科医
院、由良産婦人科小児科医院、横山医院

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
９
月
末
現
在
の
内
容
で
す
）

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
追
加
接
種
を
開
始

　市
は
、
現
在
の
感
染
の
主
流
と
な
っ

て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
従
来
株
に
対

応
す
る
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始

し
ま
す
。
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

は
、
初
回
（
１
・
２
回
）
の
接
種
を
完

了
し
た
12
歳
以
上
の
市
民
。
費
用
は
無

料
で
す
。
前
回
の
接
種
か
ら
５
カ
月
経

過
後
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、
国

は
現
在
、
接
種
の
間
隔
を
短
縮
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
決
定
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　接
種
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
集
団
接
種

と
個
別
接
種
で
実
施
。
日
程
は
左
の
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
と
接
種
券
付
予
診
票
は
順
次
送
付

　市
は
順
次
、
案
内
と
接
種
券
付
予
診

票
（
以
下
、接
種
券
）
を
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
追
加
接
種
券
を
送
付
済
み

の
人
に
は
案
内
を
、
新
た
な
接
種
券
の

送
付
が
必
要
な
人
に
は
、
案
内
と
接
種

券
を
送
付
し
ま
す
。案
内
だ
け
が
届
き
、

接
種
券
が
手
元
に
な
い
人
は
、
再
発
行

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎（
42
）０
０
２
０
ま
で
。

武田 善行さん
（睦寄町）

今月の手話

秋

両手の手のひらを自分の方へ
向け、手前に２回引く（前方
から涼しい風が吹いてくる様
子）

両手の甲を上にして左右順に
少し前に出す（モミジの葉の
様子）

モミジ

＜問い合わせ＞ 
 資料館（月曜日休館） ☎(43)1366  F(43)2134

陣屋は今でいうと？
①病院　②役所　③消防署

●山家城址公園山家陣屋跡の高石垣
　　　　　　　　約150年前の姿現す●

【解答】②役所

もり

とも

Question

≪集団接種≫
会場：あやべ・日東精工アリーナ
 　　 （市民センター、西町三丁目）

※各医療機関では予約できません。直接の問い合
　わせはご遠慮ください。

※変更する場合がありますので、最新の情報は市のホーム
　ページを確認してください。

  実施日・時間帯
10月29日(土)午後
11月12日(土)午後
 〃　19日(土)午後

 〃　20日(日)
　　　 午前・午後

 〃　23日(水・祝)
　　　 午前・午後

 〃　27日(日)
　　　 午前・午後
12月 ３日(土)午後

  実施日・時間帯

12月４日(日)
　　　午前・午後
〃　10日(土)午後

〃　11日(日)
　　　午前・午後
〃　17日(土)午後

〃　18日(日)
　　　午前・午後

〃　24日(土)午後

〃　25日(日)
　　　午前・午後

ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
部
落
差
別

　市
教
育
委
員
会
は
９
月
30
日
、
中
央

公
民
館
で
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　大
阪
市
住
吉
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
藤

本
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
、

部
落
問
題
は
「
部
落
に
生
ま
れ
、育
ち
、

住
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
地
縁
・
血
縁

関
係
を
部
落
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

と
見
な
さ
れ
た
人
へ
の
差
別
」と
解
説
。

ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
部
落
と

は
全
く
違
う
地
域
を
部
落
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
動
画
が
多
い
。
部
落
出
身
で

な
く
て
も
、
部
落
差
別
に
遭
う
可
能
性

も
あ
る
」
と
不
確
か
な
情
報
や
誤
っ
た

情
報
が
広
が
っ
て
い
る
部
落
差
別
の
現

状
を
指
摘
し
ま
し
た
。

差
別
す
る
側
に
な
ら
な
い
た
め
に

　藤
本
さ
ん
は
▽
あ
い
ま
い
な
情
報
に

惑
わ
さ
れ
な
い
▽
差
別
に
気
付
け
る
よ

う
知
識
を
身
に
付
け
る
▽「
み
ん
な

違
っ
て
み
ん
な
い
い
」
こ
と
を
た
く
さ

ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
理
解
す
る―

な
ど
、
学
ぶ
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
で

差
別
は
無
く
な
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
最

後
に
「
人
権
と
は
、
自
分
を
含
め
て
大

切
な
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
難
し
く

考
え
ず
に
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
人

を
ど
う
大
切
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
か

ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑥
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
部
落
差
別
と
わ
た
し
〜
住
吉
に
生
ま
れ
て
〜
」

住
吉
隣
保
事
業
推
進
協
会
職
員
　藤
本
真
帆
さ
ん

　山家陣屋跡は、山家藩
１万６千石の中心地でし
た。初代藩主となる谷衛
友は、豊臣秀吉から山家
などの領地を与えられ、谷
家は江戸時代を通して山
家を治めました。

　市は国史跡指定を目指し、平成30年度から山家城
址周辺史跡調査等を行っています。今年度、調査の
一環として山家陣屋跡高石垣の測量を開始するため
除草作業を実施。約150年前の姿を現した高石垣のお
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協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

≪個別接種≫
接種可能医療機関
綾部市立病院、綾部ルネス病院、京都協
立病院、あやべ協立診療所、米谷外科整
形外科、志賀整形外科クリニック、白波
瀬医院、畑内科医院、安村外科内科診療
所、柳川整形外科医院、山下整形外科医
院、由良産婦人科小児科医院、横山医院

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
９
月
末
現
在
の
内
容
で
す
）

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
追
加
接
種
を
開
始

　市
は
、
現
在
の
感
染
の
主
流
と
な
っ

て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
従
来
株
に
対

応
す
る
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始

し
ま
す
。
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

は
、
初
回
（
１
・
２
回
）
の
接
種
を
完

了
し
た
12
歳
以
上
の
市
民
。
費
用
は
無

料
で
す
。
前
回
の
接
種
か
ら
５
カ
月
経

過
後
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、
国

は
現
在
、
接
種
の
間
隔
を
短
縮
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
決
定
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　接
種
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
集
団
接
種

と
個
別
接
種
で
実
施
。
日
程
は
左
の
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
と
接
種
券
付
予
診
票
は
順
次
送
付

　市
は
順
次
、
案
内
と
接
種
券
付
予
診

票
（
以
下
、接
種
券
）
を
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
追
加
接
種
券
を
送
付
済
み

の
人
に
は
案
内
を
、
新
た
な
接
種
券
の

送
付
が
必
要
な
人
に
は
、
案
内
と
接
種

券
を
送
付
し
ま
す
。案
内
だ
け
が
届
き
、

接
種
券
が
手
元
に
な
い
人
は
、
再
発
行

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎（
42
）０
０
２
０
ま
で
。

武田 善行さん
（睦寄町）

今月の手話

秋

両手の手のひらを自分の方へ
向け、手前に２回引く（前方
から涼しい風が吹いてくる様
子）

両手の甲を上にして左右順に
少し前に出す（モミジの葉の
様子）

モミジ

＜問い合わせ＞ 
 資料館（月曜日休館） ☎(43)1366  F(43)2134

陣屋は今でいうと？
①病院　②役所　③消防署

●山家城址公園山家陣屋跡の高石垣
　　　　　　　　約150年前の姿現す●

【解答】②役所

もり

とも

Question

≪集団接種≫
会場：あやべ・日東精工アリーナ
 　　 （市民センター、西町三丁目）

※各医療機関では予約できません。直接の問い合
　わせはご遠慮ください。

※変更する場合がありますので、最新の情報は市のホーム
　ページを確認してください。

  実施日・時間帯
10月29日(土)午後
11月12日(土)午後
 〃　19日(土)午後

 〃　20日(日)
　　　 午前・午後

 〃　23日(水・祝)
　　　 午前・午後

 〃　27日(日)
　　　 午前・午後
12月 ３日(土)午後

  実施日・時間帯

12月４日(日)
　　　午前・午後
〃　10日(土)午後

〃　11日(日)
　　　午前・午後
〃　17日(土)午後

〃　18日(日)
　　　午前・午後

〃　24日(土)午後

〃　25日(日)
　　　午前・午後

ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
部
落
差
別

　市
教
育
委
員
会
は
９
月
30
日
、
中
央

公
民
館
で
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　大
阪
市
住
吉
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
藤

本
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
、

部
落
問
題
は
「
部
落
に
生
ま
れ
、育
ち
、

住
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
地
縁
・
血
縁

関
係
を
部
落
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

と
見
な
さ
れ
た
人
へ
の
差
別
」と
解
説
。

ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
部
落
と

は
全
く
違
う
地
域
を
部
落
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
動
画
が
多
い
。
部
落
出
身
で

な
く
て
も
、
部
落
差
別
に
遭
う
可
能
性

も
あ
る
」
と
不
確
か
な
情
報
や
誤
っ
た

情
報
が
広
が
っ
て
い
る
部
落
差
別
の
現

状
を
指
摘
し
ま
し
た
。

差
別
す
る
側
に
な
ら
な
い
た
め
に

　藤
本
さ
ん
は
▽
あ
い
ま
い
な
情
報
に

惑
わ
さ
れ
な
い
▽
差
別
に
気
付
け
る
よ

う
知
識
を
身
に
付
け
る
▽「
み
ん
な

違
っ
て
み
ん
な
い
い
」
こ
と
を
た
く
さ

ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
理
解
す
る―

な
ど
、
学
ぶ
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
で

差
別
は
無
く
な
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
最

後
に
「
人
権
と
は
、
自
分
を
含
め
て
大

切
な
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
難
し
く

考
え
ず
に
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
人

を
ど
う
大
切
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
か

ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑥
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
部
落
差
別
と
わ
た
し
〜
住
吉
に
生
ま
れ
て
〜
」

住
吉
隣
保
事
業
推
進
協
会
職
員
　藤
本
真
帆
さ
ん



介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
出
張
相
談
会
を
行
い
、
が
ん

に
関
わ
る
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
17
日（
木
）。
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府

中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相

談
員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相
談

料
／
無
料
。
申
込
み
／
前
日
の
午

後
４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や
対
面

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

秋
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

　秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登

山
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。

紅
葉
の
君
尾
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
＝

日
時
／
11
月
13
日（
日
）午
前
10
時

集
合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
温
泉

（
睦
寄
町
）。
参
加
費
／
２
５
０
０

円
。
四
尾
山
と
寺
山
縦
走
登
山
＝

日
時
／
11
月
27
日（
日
）午
前
９
時

30
分
集
合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　適
用
期
間
を
「
令
和
４
年
９
月

30
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
４
年
12

月
31
日
ま
で
」に
延
長
し
ま
し
た
。

問
市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
６

神
経
系
難
病
相
談

　府
中
丹
東
保
健
所
は
、
神
経
系

難
病
の
専
門
医
に
よ
る
無
料
の
個

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
16
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時
。
場
所
／
府
綾
部
総
合
庁

舎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
川

糸
町
）。
対
象
／
市
内
在
住
で
▽

手
や
足
が
ふ
る
え
る
▽
飲
み
込
み

に
く
い
な
ど
の
症
状
が
続
く
▽

神
経
系
難
病
と
診
断
さ
れ
、
病
気

や
治
療
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す

る
│
人
な
ど
。
申
込
み
／
11
月

８
日（
火
）ま
で
に
府
中
丹
東
保
健

所
へ
。

問
同
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
０
６

せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
込
み
／
11
月
14
日（
月
）〜
25
日

（
金
）に
社
会
福
祉
課
へ
。

貸
付
予
定
日
／
12
月
15
日（
木
）。

返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　11
月
９
日（
水
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
「
お
出
か
け
は
　マ
ス
ク
戸

締
り
　火
の
用
心
」
を
統
一
標
語

に
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
火
災
は
少

し
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
、
尊
い

命
や
貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
防
火

に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　期
間
中
の
11
月
13
日（
日
）は

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
一
斉
点
検

の
日
」
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

作
動
す
る
よ
う
、
各
家
庭
で
自
主

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参

加
費
／
２
０
０
０
円
。
共
通
＝
最

少
催
行
人
数
／
５
人
。
定
員
／
15

人
。
申
し
込
み
／
開
催
日
の
３
日

前
の
午
後
５
時
ま
で
に
観
光
協
会

へ
。 

そ
の
他
／
雨
天
中
止
。
昼
食

や
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
同
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

放
課
後
学
級
入
級
児
童

　市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
５
年

度
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の

入
級
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
の
小
学
校
に
通
う
１

〜
６
年
生
で
、
昼
間
に
家
庭
で
保

護
・
育
成
で
き
な
い
児
童
。
入
級

区
分
／
通
年
（
１
年
を
通
じ
て
入

級
）、
春
休
み
の
み
（
令
和
５
年

４
月
と
令
和
６
年
３
月
の
春
休

み
）、
夏
休
み
の
み
（
１
学
期
の

終
業
式
翌
日
か
ら
２
学
期
の
始
業

式
前
日
ま
で
）、冬
休
み
の
み
（
令

和
５
年
12
月
と
令
和
６
年
１
月
の

冬
休
み
）。
負
担
金
／
通
年
＝
月

額
４
０
０
０
円
〜
９
０
０
０
円

（
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。
春

休
み
・
冬
休
み
の
み
＝
月
額
２
０

０
０
円
。
夏
休
み
の
み
＝
７
月
６

０
０
０
円
、
８
月
９
０
０
０
円
。

の
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。
選

考
／
２
月
中
に
決
定・通
知
予
定
。

保
育
料
／
０
〜
２
歳
の
乳
幼
児
は

各
世
帯
の
市
民
税
課
税
額
に
応
じ

て
決
定
。
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
害

者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子
世

帯
な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。
３
〜
５
歳
の
幼

児
は
無
償
（
預
か
り
保
育
、
副
食

費
を
除
く
）。
そ
の
他
／
３
〜
５

歳
の
幼
児
で
認
定
こ
ど
も
園
教
育

部
分
（
１
号
認
定
）
を
希
望
す
る

場
合
は
、
直
接
認
定
こ
ど
も
園
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
２

幼
稚
園
児

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

以
降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
八
田
幼
稚
園
＝
平
成
29
年

４
月
２
日
〜
令
和
２
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

申
込
み
／
11
月
21
日（
月
）〜
12
月

２
日（
金
）に
、
同
園
に
入
園
願
書

を
提
出
。
願
書
は
同
園
と
学
校
教

育
課
で
配
布
。
預
か
り
保
育
が
利

用
で
き
ま
す
。
提
出
時
に
世
帯
全

員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
は
減
免
制
度

あ
り
。
申
込
み
／
11
月
21
日（
月
）

〜
12
月
２
日（
金
）に
、
社
会
教
育

課
か
各
放
課
後
学
級
へ
持
参
ま
た

は
電
子
申
請
。
入
級
決
定
／
３
月

上
旬
に
通
知
。
そ
の
他
／
長
期
休

業
中
の
み
の
入
級
を
希
望
す
る
場

合
も
、
募
集
期
間
内
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。定
員
等
の
関
係
で
、

長
期
休
業
直
前
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
６

認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園

す
る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
。
申
込
み
／
11
月
21
日

（
月
）〜
12
月
２
日（
金
）に
、
こ
ど

も
支
援
課
か
各
園
へ
必
要
書
類
を

提
出
。
申
込
用
紙
は
同
課
と
各
園

で
配
布
し
ま
す
。
申
込
時
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類
を

提
出
す
る
場
合
、
園
で
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
同
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
時
に
世

帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

る
も
の
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

入
学
支
度
金
を
支
給

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
令
和
５
年
４
月
に
大
学
や

短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す

る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀
で
就
学

に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護
者
が
１
年

以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
▽
市
教

委
が
定
め
る
所
得
要
件―

な
ど
を

満
た
す
人
。
進
学
後
、
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
る
人
も
利
用
で
き
ま

す
。
支
給
額
／
30
万
円
。
支
給
決

定
／
12
月
下
旬
に
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、12
月
末
ま
で
に
決
定
。

定
員
／
15
人
。
申
請
／
必
要
書
類

を
11
月
１
日（
火
）〜
30
日（
水
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

今
回
新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

の
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人
の
本

人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運
転
免

許
証
等
）
が
必
要
で
す
。
保
育
料

／
無
料
。
預
か
り
保
育
／
１
回
２

０
０
円
。「
保
育
の
必
要
性
」
の

認
定
を
受
け
た
人
は
無
料
。
夏
季

保
育
／
同
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
３

　同
園
☎（
44
）０
０
１
２

10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
０
０
４
人
（
男
１

４
８
７
３
、
女
１
６
１
３
１
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
８
４
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

６
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

９
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
２
１
㌧
（
前
年
比
１
・

８
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
84
㌧
（
同
６
・
０
㌫

減
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

　集

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
出
張
相
談
会
を
行
い
、
が
ん

に
関
わ
る
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
17
日（
木
）。
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府

中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相

談
員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相
談

料
／
無
料
。
申
込
み
／
前
日
の
午

後
４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話
や
対
面

に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

秋
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

　秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登

山
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。

紅
葉
の
君
尾
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
＝

日
時
／
11
月
13
日（
日
）午
前
10
時

集
合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
温
泉

（
睦
寄
町
）。
参
加
費
／
２
５
０
０

円
。
四
尾
山
と
寺
山
縦
走
登
山
＝

日
時
／
11
月
27
日（
日
）午
前
９
時

30
分
集
合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　適
用
期
間
を
「
令
和
４
年
９
月

30
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
４
年
12

月
31
日
ま
で
」に
延
長
し
ま
し
た
。

問
市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
６

神
経
系
難
病
相
談

　府
中
丹
東
保
健
所
は
、
神
経
系

難
病
の
専
門
医
に
よ
る
無
料
の
個

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
16
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時
。
場
所
／
府
綾
部
総
合
庁

舎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
川

糸
町
）。
対
象
／
市
内
在
住
で
▽

手
や
足
が
ふ
る
え
る
▽
飲
み
込
み

に
く
い
な
ど
の
症
状
が
続
く
▽

神
経
系
難
病
と
診
断
さ
れ
、
病
気

や
治
療
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す

る
│
人
な
ど
。
申
込
み
／
11
月

８
日（
火
）ま
で
に
府
中
丹
東
保
健

所
へ
。

問
同
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
０
６

せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
込
み
／
11
月
14
日（
月
）〜
25
日

（
金
）に
社
会
福
祉
課
へ
。

貸
付
予
定
日
／
12
月
15
日（
木
）。

返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　11
月
９
日（
水
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
「
お
出
か
け
は
　マ
ス
ク
戸

締
り
　火
の
用
心
」
を
統
一
標
語

に
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
火
災
は
少

し
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
、
尊
い

命
や
貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
防
火

に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　期
間
中
の
11
月
13
日（
日
）は

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
一
斉
点
検

の
日
」
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

作
動
す
る
よ
う
、
各
家
庭
で
自
主

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参

加
費
／
２
０
０
０
円
。
共
通
＝
最

少
催
行
人
数
／
５
人
。
定
員
／
15

人
。
申
し
込
み
／
開
催
日
の
３
日

前
の
午
後
５
時
ま
で
に
観
光
協
会

へ
。 

そ
の
他
／
雨
天
中
止
。
昼
食

や
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
同
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

放
課
後
学
級
入
級
児
童

　市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
５
年

度
放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の

入
級
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
の
小
学
校
に
通
う
１

〜
６
年
生
で
、
昼
間
に
家
庭
で
保

護
・
育
成
で
き
な
い
児
童
。
入
級

区
分
／
通
年
（
１
年
を
通
じ
て
入

級
）、
春
休
み
の
み
（
令
和
５
年

４
月
と
令
和
６
年
３
月
の
春
休

み
）、
夏
休
み
の
み
（
１
学
期
の

終
業
式
翌
日
か
ら
２
学
期
の
始
業

式
前
日
ま
で
）、冬
休
み
の
み
（
令

和
５
年
12
月
と
令
和
６
年
１
月
の

冬
休
み
）。
負
担
金
／
通
年
＝
月

額
４
０
０
０
円
〜
９
０
０
０
円

（
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。
春

休
み
・
冬
休
み
の
み
＝
月
額
２
０

０
０
円
。
夏
休
み
の
み
＝
７
月
６

０
０
０
円
、
８
月
９
０
０
０
円
。

の
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。
選

考
／
２
月
中
に
決
定・通
知
予
定
。

保
育
料
／
０
〜
２
歳
の
乳
幼
児
は

各
世
帯
の
市
民
税
課
税
額
に
応
じ

て
決
定
。
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
害

者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子
世

帯
な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。
３
〜
５
歳
の
幼

児
は
無
償
（
預
か
り
保
育
、
副
食

費
を
除
く
）。
そ
の
他
／
３
〜
５

歳
の
幼
児
で
認
定
こ
ど
も
園
教
育

部
分
（
１
号
認
定
）
を
希
望
す
る

場
合
は
、
直
接
認
定
こ
ど
も
園
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
２

幼
稚
園
児

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

以
降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
八
田
幼
稚
園
＝
平
成
29
年

４
月
２
日
〜
令
和
２
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

申
込
み
／
11
月
21
日（
月
）〜
12
月

２
日（
金
）に
、
同
園
に
入
園
願
書

を
提
出
。
願
書
は
同
園
と
学
校
教

育
課
で
配
布
。
預
か
り
保
育
が
利

用
で
き
ま
す
。
提
出
時
に
世
帯
全

員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
は
減
免
制
度

あ
り
。
申
込
み
／
11
月
21
日（
月
）

〜
12
月
２
日（
金
）に
、
社
会
教
育

課
か
各
放
課
後
学
級
へ
持
参
ま
た

は
電
子
申
請
。
入
級
決
定
／
３
月

上
旬
に
通
知
。
そ
の
他
／
長
期
休

業
中
の
み
の
入
級
を
希
望
す
る
場

合
も
、
募
集
期
間
内
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。定
員
等
の
関
係
で
、

長
期
休
業
直
前
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
６

認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園

す
る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
。
申
込
み
／
11
月
21
日

（
月
）〜
12
月
２
日（
金
）に
、
こ
ど

も
支
援
課
か
各
園
へ
必
要
書
類
を

提
出
。
申
込
用
紙
は
同
課
と
各
園

で
配
布
し
ま
す
。
申
込
時
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類
を

提
出
す
る
場
合
、
園
で
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
同
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
時
に
世

帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

る
も
の
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

入
学
支
度
金
を
支
給

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
令
和
５
年
４
月
に
大
学
や

短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す

る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀
で
就
学

に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護
者
が
１
年

以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
▽
市
教

委
が
定
め
る
所
得
要
件―

な
ど
を

満
た
す
人
。
進
学
後
、
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
る
人
も
利
用
で
き
ま

す
。
支
給
額
／
30
万
円
。
支
給
決

定
／
12
月
下
旬
に
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、12
月
末
ま
で
に
決
定
。

定
員
／
15
人
。
申
請
／
必
要
書
類

を
11
月
１
日（
火
）〜
30
日（
水
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

今
回
新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

の
）
と
書
類
を
提
出
す
る
人
の
本

人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運
転
免

許
証
等
）
が
必
要
で
す
。
保
育
料

／
無
料
。
預
か
り
保
育
／
１
回
２

０
０
円
。「
保
育
の
必
要
性
」
の

認
定
を
受
け
た
人
は
無
料
。
夏
季

保
育
／
同
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
３

　同
園
☎（
44
）０
０
１
２

10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
０
０
４
人
（
男
１

４
８
７
３
、
女
１
６
１
３
１
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
８
４
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

６
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

９
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
２
１
㌧
（
前
年
比
１
・

８
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
84
㌧
（
同
６
・
０
㌫

減
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

　集



応
急
手
当
普
及
員
講
習

■日 

11
月
１
日（
火
）〜
25
日（
金
）の

　毎
週
火
・
金
曜
日

■時 

19
時
〜
22
時

■場 

消
防
本
部
（
味
方
町
）

■申
■問 

同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

11
月
８
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

11
月
13
日（
日
） 

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

５
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
定
員

５
組
（
１
組
３
人
ま
で
）。
参
加

費
１
人
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

11
月
16
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

11
月
22
日（
火
）

■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

介
護
者
家
族
教
室

■日 

11
月
25
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎（
43
）２
８
８
８

　F（
43
）２
８
８
２

綾
部
市
菊
花
展

■日 

11
月
３
日（
木
・
祝
）〜
６
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

※

６
日
は
16
時
ま
で

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青

野
町
）

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
木
・
祝
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 

ふ
れ
あ
い
食
堂

　☎
F（
48
）１
０
０
０

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
木
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
64
回
全
綾
部
市
人
権
教
育
研
究
集
会

■日 

11
月
12
日（
土
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
50
分

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

■日 
11
月
13
日（
日
）

■時 
７
時
〜
14
時
30
分

■場 
建
田
宝
永
講
社
殿
（
佃
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

■日 

11
月
18
日（
金
）〜
20
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

※

18
日
は
日
没
〜

■場 

大
本
神
苑
（
本
宮
町
）

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

第
36
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
公
募
，
22

■日 

11
月
20
日（
日
）■時 

10
時
〜

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■申
■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

あ
や
べ
de
手
作
り
市

■日 

11
月
27
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
特
産
館
（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

育
児
相
談

■日 

11
月
１
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

11
月
２
、16
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 
11
月
２
、
16
日（
水
）

■時 
２
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　16
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分 

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
２
日
３
人
、
16
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

就
職
相
談

■日 

11
月
８
、22
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

耳
の
こ
と
相
談

■日 

11
月
８
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
（
鷹
栖
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

11
月
９（
水
）、
24
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

人
権
相
談

■日 

11
月
10（
木
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

空
き
家
相
談
会

■日 

11
月
10
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。
先
着
２

組
。
申
し
込
み
は
11
月
２
日（
水
）

ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

調
停
相
談

■日 

11
月
16
日（
水
）

■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

11
月
16
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

11
月
16
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

11
月
17
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
10
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

11
月
21
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

行
政
相
談

■日 

11
月
21
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

12
月
６
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
29
日（
火
）〜

　12
月
２
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

11
月
６
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

11
月
６
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■時 

19
時
ま
で

■日 

11
月
10
、
17
、
24
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
受
付
分

《
地
域
振
興
基
金
に
》

さ
ん
の
丸
事
務
局
（
福
知
山
市
） 

　
　
　
　
　
　
　２
万
７
千
11
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

95
件 

２
７
３
万
７
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
11
〜
12
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

応
急
手
当
普
及
員
講
習

■日 

11
月
１
日（
火
）〜
25
日（
金
）の

　毎
週
火
・
金
曜
日

■時 

19
時
〜
22
時

■場 

消
防
本
部
（
味
方
町
）

■申
■問 

同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

11
月
８
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

11
月
13
日（
日
） 

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

５
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
定
員

５
組
（
１
組
３
人
ま
で
）。
参
加

費
１
人
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

11
月
16
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

11
月
22
日（
火
）

■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

介
護
者
家
族
教
室

■日 

11
月
25
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎（
43
）２
８
８
８

　F（
43
）２
８
８
２

綾
部
市
菊
花
展

■日 

11
月
３
日（
木
・
祝
）〜
６
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

※

６
日
は
16
時
ま
で

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青

野
町
）

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
木
・
祝
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 

ふ
れ
あ
い
食
堂

　☎
F（
48
）１
０
０
０

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
木
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
64
回
全
綾
部
市
人
権
教
育
研
究
集
会

■日 

11
月
12
日（
土
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
50
分

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

■日 
11
月
13
日（
日
）

■時 
７
時
〜
14
時
30
分

■場 
建
田
宝
永
講
社
殿
（
佃
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

■日 

11
月
18
日（
金
）〜
20
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

※

18
日
は
日
没
〜

■場 

大
本
神
苑
（
本
宮
町
）

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

第
36
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
公
募
，
22

■日 

11
月
20
日（
日
）■時 

10
時
〜

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■申
■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

あ
や
べ
de
手
作
り
市

■日 

11
月
27
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
特
産
館
（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

育
児
相
談

■日 

11
月
１
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

11
月
２
、16
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 
11
月
２
、
16
日（
水
）

■時 
２
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　16
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分 

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
２
日
３
人
、
16
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

就
職
相
談

■日 

11
月
８
、22
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

耳
の
こ
と
相
談

■日 

11
月
８
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
（
鷹
栖
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

11
月
９（
水
）、
24
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

人
権
相
談

■日 

11
月
10（
木
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

空
き
家
相
談
会

■日 

11
月
10
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。
先
着
２

組
。
申
し
込
み
は
11
月
２
日（
水
）

ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

調
停
相
談

■日 

11
月
16
日（
水
）

■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

11
月
16
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

11
月
16
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

11
月
17
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
10
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

11
月
21
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

行
政
相
談

■日 

11
月
21
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

12
月
６
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
29
日（
火
）〜

　12
月
２
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

11
月
６
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

11
月
６
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■時 

19
時
ま
で

■日 

11
月
10
、
17
、
24
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
受
付
分

《
地
域
振
興
基
金
に
》

さ
ん
の
丸
事
務
局
（
福
知
山
市
） 

　
　
　
　
　
　
　２
万
７
千
11
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

95
件 

２
７
３
万
７
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
11
〜
12
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集
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発
行
／
綾
部
市
　
 〒
623-8501  京

都
府
綾
部
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町
8-1　

☎
0773（

42）3280　
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42）4406　
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w
w
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 編
集
／
秘
書
広
報
課

2022（
令
和
４
）年
10月

14日
発
行

10
月
号

３
日
）前
後
に
作
品
展
や
芸
能
発
表
会
、

お
茶
席
な
ど
を
行
い
ま
す
。
本
年
の
文

化
祭
＝
左
＝
で
は
特
別
展
示
と
し
て
市

内
で
活
躍
し
た
作
者
の
遺
作
を
展
示
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
作
が
並
ぶ

文
化
祭
に
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

創立75周年
綾部市文化協会
　今回の情報すくらんぶるは、市内の文化の継承と地域文
化の振興に尽力する綾部市文化協会（木下和美会長）を紹
介します。

　同会の活動に40年間携わってきまし
た。何かを習い始めるのに遅すぎること
はありません。新し
い仲間づくりに、ぜ
ひさまざまな教室を
体験してみてくださ
い。

102

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
支
え
て
75
年

　同
会
は
戦
後
間
も
な
い
昭
和
22
年
、

後
に
初
代
市
長
と
な
る
故
長
岡
誠
氏
の

先
導
で
発
足
。
本
市
は
市
民
憲
章
に

「
教
育
を
た
い
せ
つ
に
し
、
文
化
の
か

お
る
ま
ち
に
し
よ
う
」
と
掲
げ
、
同
会

は
長
き
に
わ
た
り
そ
の
根
幹
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
▽
華
道
▽
日
本

画
▽
茶
道
▽
詩
吟
▽
絵
画
▽
民
謡
▽
舞

踊―

な
ど
、
38
に
上
る
多
彩
な
会
派
が

所
属
し
、
５
３
０
人
の
会
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
誰
で
も
文
化
に
親
し
め
る
事
業
を
展
開

　同
会
の
主
な
事
業
は
、
綾
部
市
総
合

文
化
祭
や
「
市
民
文
化
教
室
」（
初
心

者
向
け
の
体
験
教
室
）
の
主
催
。
総
合

文
化
祭
で
は
、
毎
年
文
化
の
日
（
11
月

同会会長
　木下和美さん

◆作品展
　11月２日（水）～４日(金)
　9:00～18:00（４日は16:00まで）
　あやべ・日東精工アリーナ
　（市民センター、西町三丁目）

◆芸能発表会
　11月６日（日）
　10:25～16:00
　中丹文化会館（里町）

開催


